
数理・データサイエンス教育の現状と今後の展望

令和2年度 令和3年度
★リテラシーレベルの数理データサイエンス科⽬の全学必修化
• 「データサイエンス基礎」開講

★応⽤基礎レベルを含めた数理データサイエンス教育の全学的
なプログラム化
• 「データサイエンス特別プログラム」の構築

★各県の⼤学コンソーシアムと連携したＦＤの開催
10 機関から87 名が参加
• 機械学習・データ科学⾦沢ミニキャンプ（後援）
• データサイエンス教育のカリキュラム・教材及びデータサ
イエンティストに求められるスキル（主催）

★県内他⼤学との単位互換・公開授業

★教材のデジタルコンテンツ化・教科書開発
• 「情報の科学」オンデマンド教材（英語版）が利⽤可能

★専⾨基礎レベルの数理データサイエンス科⽬の全学必修化
• 「学域GS科⽬」に必修のデータサイエンス科⽬を配置

★⽂部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム
認定制度（リテラシーレベル）」に認定
• 認定の有効期限：令和８年３⽉31⽇まで

★各県の⼤学コンソーシアムと連携したＦＤの開催
令和3年9⽉15⽇14時開催予定
• 「データサイエンス」における「気づき」の⼤切さ

★ 「いしかわシティカレッジ」において以下を開講
• シェルスクリプトを⽤いた「ものグラミングと⼤規模
データ処理」演習

• シェルスクリプト⾔語論
• クラウド時代の「ものグラミング」概論

現状
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★専⾨基礎レベルの数理データサイエンス科⽬の全学必修化
• 「学域GS科⽬」に必修のデータサイエンス科⽬を配置

展望

令和3年度⼊学者から、⽂系理系を問わず、全学⼠課程の卒業要件に専⾨基礎レベルの
「データサイエンス科⽬」を2単位以上必修とした

令和2年度（共通教育科⽬「1単位」必修）
• 共通教育科⽬「データサイエンス基礎」1単位必修

令和3年度（共通教育科⽬「1単位」 専⾨科⽬「2単位」必修）
• 共通教育の導⼊科⽬「データサイエンス基礎」1単位必修
• 専⾨科⽬「学域GS科⽬」からデータサイエンス科⽬を「2単位以上」必須

共通教育科⽬
導⼊科⽬
• データサイエンス基礎

専⾨科⽬
学域GS科⽬（専⾨基礎レベル）
• データサイエンス科⽬
※各学域で特⾊あるデータサイエンス科⽬を開講

3単位

データサイエンス教育を今後も充実
していく

展望
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★⽂部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム
認定制度（リテラシーレベル）」に認定
• 認定の有効期限：令和８年３⽉31⽇まで

展望
プログラム修了者に「データサイエ
ンス⼈材」の付加価値を与えること
ができるようになった。
• プログラム修了者を増やす
• より魅⼒的なプログラムに育てる

本学の「データサイエンス特別プログラム」とは
• 修了認定にランクを設定

• 共通教育科⽬中⼼の科⽬群から成る「ブロンズランク」の修了をもって「リテラシーレベルの数理・データサイエンス・
AI」を修得可能なカリキュラムとした

• 学修継続の動機づけとして、専⾨科⽬で構成する科⽬群の単位を修得することによって到達可能な「より上位のランク」
を⽤意した

6単位 +4単位 +2単位 +2単位

合計6単位 合計10単位 合計12単位 合計14単位

ブロンズランク シルバーランク ゴールドランク プラチナランク

➀「共通教育科⽬」中⼼の科⽬群 ②「専⾨科⽬」のみで構成された科⽬群

数理・データサイエンス・ＡＩに関す
る基礎的な能⼒を有する⼈材を育成

数理・データサイエンス・ＡＩに関する基礎的な能⼒を、⾃⾝の専⾨領域で深化
させ、実社会でより実践的に活⽤可能な知識及び技術に昇華させた⼈材を育成

⾦沢⼤学
データサイエンス
特別プログラム

展望
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各県の⼤学コンソーシアムと連携したＦＤの開催
令和3年9⽉15⽇14時開催予定
• 「データサイエンス」における「気づき」の⼤切さ

展望

https://forms.gle/AfsSrqPKta34TyZ16

展望 ⼤学でのデータサイエンスの学びを
実社会に接続する
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展望

おわりに
• NOT SPECIAL ITʼS STANDARD

展望 本学のデータサイエンス特別プログラム
のテーマは「もはやスペシャルではない。
すでにスタンダードである。」です。

「数理・データサイエンス・AI」を⽇々
の暮らしや仕事で使いこなすことは、も
はやあたりまえの時代において、データ
サイエンス教育も「すでにスタンダード
である。」と⾔えるよう、今後も内容の
充実に努めていきます。

ご清聴ありがとうございました。


